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第 章 東大和 の概況 

第 節 東大和 の概況 

第 項 の沿革 

 東大和 明治 『 芋窪 蔵敷 奈良橋 高木 清水 ヶ谷 宅部 7 村

『

廃藩置県

制 実施 伴 神奈川県多摩郡 部 明治 「6 多摩地域 移管 伴

東京府 入 大 8 芋窪 蔵敷 奈良橋 高木 山 清水 6 村 合併

大和村 誕生 当時政 盛 あ 6 村 大い 和 村

大和村 称  

昭和「 村山貯水池 完成 昭和1」 東京瓦 電気工業立川工場 建設

う 村 純農村 都 へ 歩  

戦 昭和 「重 』 」 日 制 施行 大和 誕生 昭和 」0 『0

都営 宅や団地 次々 建設 人口 急増 続 昭和 『0 」 万人 突破

昭和 『』 10 1 日 制 施行 称 東大和 改 人

口 『 万 』 千人 現 人口 8 万人 超え 都心 ベッ タウン 成長

 

 

 

第 項 の地勢 

東大和 東京都 中央部 側 東京都心 約 」』ｋｍ圏 置 い 側

西武拝島線 西部 多摩モ 通 い 青梅街 青梅街

中央部 東西 通 い 東 東村山 西 武蔵村山 立川 小 両

埼玉県 沢 接 い 面積 1」普『「ｋ㎡  

地勢 武蔵 地 西部 置 山丘陵 端 部 中央部

ゆ や 傾斜 中央部 部 坦 い 山丘陵

東 向 う大 谷 「 利用 山湖 沢 多摩湖 東大和 作 い  

                             

『

 ヶ谷 宅部 「村 明治 8 合併 山村  

1871 明治『 廃藩置県制 伴い神奈川県多摩郡 部 入

18重」 明治「6 多摩地域 移管 伴い東京府 入

1重1重 大 8 大和村 誕生 芋窪 蔵敷 奈良橋 高木 山 清水 6 村合併

1重「7 昭和「 村山貯水池 多摩湖 完成

1重」8 昭和1」 東京瓦 電気工業立川工場 建設

1重』0 昭和「』 西武鉄 水線 開通

1重』『 昭和「重 制施行 伴う大和 誕生

1重』8 昭和」」 都営第1 宅 清水

1重60 昭和」』 都営第「 宅 奈良橋

1重61 昭和」6 都営第」 『 宅 高木 都営第』 宅 清水 都営第6 宅 山

1重6「 昭和」7 都営第7 8 宅 高木

1重6『 昭和」重 光ヶ丘団地 譲 都営東京街 団地 清水

1重67 昭和『「 第「光ヶ丘団地 譲

1重70 昭和『』 芝中団地 入居 制施行 伴う東大和 誕生

1重87 昭和6「 桜 丘団地 入居

「000 成1「 多摩モ 全線開通

「010 成「「 制施行『0周
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図  他区市 位置関係 

 

 

図  市 地勢 
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歳 満 ～ 歳 歳以

第 節 人口 

第 項 人口の推移と将来推計 

(1) 人口の推移 

桜 丘団地建設 昭和 61 ～6「 成 』 合計 1,000 戸 や相次 工場跡地へ マン

ョン建設 人口 右肩 増え続 成 1「 1 多摩モ

全線 ～多摩センタ 開通 伴い 沿線 マン ョン 建設 更

人口増 成 1重 『 民間企業施設跡地へマン ョン 約 1,000 戸

建設 伴い 人口増 現 総人口 8普6 万人 超え い  

齢 区

』

訳 6』 歳 老 人口割合 昭和 』』 』普0％ 成 7

10％ 総人口 約 10 人 1人 割合 成 「7 「『普8％ 占 い 総

人口 約 『 人 1 人 割合 方 1』 歳 満 少人口割合 昭和 』』 「7普6％

成「 「0％ 回 18普1％ 成「7 1」普』％ 占 い 参照 図 -  

 

(2) 人口の将来推計 

策定 東大和 人口 ョン 成 「7 10 基 将来人口 計

人口 』 成 」「 増加 や 減少 見込 『』

成 7「 人口 約 71,700 人程度 減少 見込 参照 図 －  

東大和 人口 ョン 国立社会保 人口問 研究 行 人口 計 出生 死

亡 移動等 傾向 準拠 成 「7 『 1 日現 民基 帳 人口 実績値 採用

計 い  

齢 区 訳 6』歳 老 人口割合 「0 成『7 」0普「％

『』 成 7「 」』普6％ 見込 総人口 約 」 人 1 人 割合 方 1』 歳

満 少人口割合 や 減少 続 「0 成 『7 11普1％ 『』

成 7「 10普『％ 見込 総人口 約 10人 1 人 割合 参照 図 －  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  人口 推移 

                             

』

 齢 区 0歳 1『 歳 少人口 1』 歳 6『 歳 生産 齢人口 6』 歳 老 人口
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図  齢三区分の構成比 

 

 

第 項 町 目別人口の現状と将来推計 

(1) 人口の現状 

17 大 76 目 あ  

目別 人口 西武拝島線及び多摩モ 沿線 地域 多い傾向 あ 目あ

「,000 人 地域 多 見 域 東部 目あ 人口 1,000 人

「,000 人 満 目 多い状況 方 域 部 目あ 人口 1,000

人 満 目 集積 い 参照 図 －  

齢 区 観点 目別 比較 老 人口 昭和 『0 建設 譲

宅 含 地域 高 い 少人口割合 成 1重 降 建設 譲 宅 含

地域 割合 高 い 生産 齢人口 割合 い 目 老 人口割合 比較

的高い傾向 あ 参照 図 － ～図 － 段 図  

 

(2) 人口の将来推計 

前記 将来人口 計 域 部及び東部 い 人口減少 見込 特 老 人

口割合 高い 目 い 「0 成『7 頃 人口減少 顕著 傾向 い

方 老 人口割合 比較的 い 目 い 』 成」「 「0 成 『7

人口 増加 傾向 あ 将来人口 動向 極 い 参照 図 －

表 － ～表 －  

 齢 区 構成割合 観点 「0 成 『7 多 目 い 老 人

口割合 「0％ 『』 成7「 全 目 い 老 人口割合 」0％

見込 方 少人口割合 10％ 満 目 「0 成 『7 現

状 やや減少 『』 成 7「 10％ 満 目 現状 増加

見込 参照 図 － ～図 － 中段及び 段 図  
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図 ２-  町丁目別の人口総数 成 4 月 日現在  

 

図 ２-  町別の将来人口推計  

                             

6

 図２－５ 中 。 ) 内 漢数字 丁目を示し います  

5,265 5,341 5,375 5,382 5,360 5,314 5,257 5,171 5,051 4,893

4,960 4,918 4,813 4,656 4,469 4,285 4,125 3,977 3,813 3,625

4,226 4,264 4,260 4,219 4,155 4,075 3,972 3,851 3,715 3,568

2,714 2,636 2,535 2,428 2,322 2,219 2,124 2,031 1,933 1,841

2,985 3,000 2,981 2,940 2,882 2,820 2,751 2,672 2,580 2,477

4,132 4,099 4,034 3,952 3,860 3,767 3,662 3,541 3,397 3,247

5,646 5,647 5,592 5,495 5,384 5,260 5,120 4,958 4,762 4,543
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15,391 15,880 16,236 16,484 16,592 16,574 16,461 16,236 15,869
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3,640

3,459
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現在 成現在 成現在 成現在 成 日日日日      

 

 

後 成後 成後 成後 成 推計推計推計推計        

 

 

後 成後 成後 成後 成 推計推計推計推計        

 

図  老 人口割合 推移 目別  

多摩湖四 目 人口総数 10 人 図示 い  
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現在 成現在 成現在 成現在 成 日日日日      

 

 

後 成後 成後 成後 成 推計推計推計推計        

 

 

後 成後 成後 成後 成 推計推計推計推計        

 

図  少人口割合 推移 目別  

多摩湖四 目 人口総数 10 人 図示 い  
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現在 成現在 成現在 成現在 成 日日日日      

 

 

後 成後 成後 成後 成 推計推計推計推計        

 

 

後 成後 成後 成後 成 推計推計推計推計        

 

図  生産 齢人口割合 推移 目別  

多摩湖四 目 人口総数 10 人 図示 い  
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第 項 民 人あた の 共施設延床面積の推移 

(1) 東大和 の推移と見通し 

人口及び公共施設 延床面積 タ

7

民 人あ 延床面積 度別

比較  

建築系 公共施設 延床面積 昭和 『』 度 成 17 度 増加 途 い

成 17 度 降 微減 い 人口 昭和 『』 度 貫 増加傾

向 あ う 状況 民 人あ 延床面積 成 1「 度 1普8」 ㎡／人

ク 迎え 降 人口増 延床面積 微減 民 人あ 延床面積 減

少傾向 あ  

東大和 人口 ョン 将来人口 計値 延床面積 成 「7 度 降 い

あ 仮定 民 人あ 延床面積 成 』「 度 1普7「 ㎡／人

成 7「 度 1普重6 ㎡／人 想 徐々 民 人あ 延床面積 増加

傾向  

 

表  市民 人あ 公共施設延床面積 推移 動向 

 

 

 

  

                             

7

 過去 人口 国勢調査 結果 成 「7 度 人口 住「7普『 1 日時点 民基 帳 値 成 」「 度

成 7「 度 人口 東大和 人口 ョン 計値 各 度 延床面積 産 関 調書

集計値 行政 産及び 通 産 合計 成 「7 度 降 成 「6 度 値  

度 延床面積 ㎡ 人口 人

人あ

延床面積 ㎡ 人
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図  建築系 公共施設 延床面積 人口 比較 

 

 

 

 

 

図  市民 人あ 公共施設延床面積 推移 動向 
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(2) 多摩 26 の比較 

民 人あ 公共施設延床面積 多摩 「6 均 1普重7 ㎡／人 全国 均

」普76 ㎡／人 大幅 回 い

8

多摩 「6 人口 10 万人 超え 都 型 多い

農村部 含 全国 均 人あ 公共施設延床面積 傾向 表 い  

当 多摩 「6 均 回 1普6』 ㎡／人 

重

あ 多摩 「6 均値 約 「割 全

国 均 約 』 割程度 い水準 い  

表  多摩 市 市民 人あ 延床面積 比較 成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  多摩 市 市民 人あ 延床面積 比較 

                             

8

 多摩 「6 公共施設延床面積 総務省公共施設状況調 住「』 人口 東京都 民基 帳 住「』普『普1 時点

人あ 延床面積 全国 均値 総務省公共施設状況調 住「』  

重

 成 「』 度 人口 公共施設延床面積 ５普「1 表 「－『 民 人あ 公共施設延床面積 移

動向 現 数値 成 「7 度 1普6」 ㎡／人 異 い 延床面積 行政

産 扱 い  

全国 均 ㎡ 人 

市 均 ㎡ 人 

全体 学校 公営住宅 他
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第 節 財政状況 

第 項 概要 

(1) 財政の意義 

 財政 国や地方公共団体 そ 役割を果た た 行う活動 うち 金 関係 活動

経済活動 をいいま  

例え 公民館や公園を使い続 電気代や水道代等 金 必要 道路を新 く造

た 学校を建 替えた 多額 金 必要  

う 公共施設等を適切 維持管理 た 一定 金 必要 公共施設

等 財政 密接 関係 あ ま  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

た い 何 た いく 金 必要 あ 実際 いく 金を支出 た

い た財政 内容を知 公共施設等 現状や将来 見通 を把握 ヒントを得

ま  

本節 財政運営 健全性を測 財政指標 い 紹介を た 市 財政状況を把

握 最 基本 一般会計 を 公共 水道事業 関わ 水道事業特別会

計 を取 ま  

さ 一般会計及び特別会計 い 財政収支 見通 い 取 ま  

 

  

公民館  道路や橋  公園や広場  

建替え費用や修繕

費用、人件費等 

点検費用や舗装等

の補修工事費用等 

遊具の補修費用や

電気・水道代等 

公共施設等の維持管理 必要 お の例 
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(2) 財政指標の状況 

主要 政指標 政力指数 参照 図 -  政力指数 成 「0 度 降減

少 経常収支比率 参照 図 - 重0％ 高 少子高齢 進展

伴う 政 硬直 常態 あ 方 実質公債費比率 参照 図 - 減少

傾向 あ 債 借入金 元利償還金等 担 軽減 い 将

来 担比率 参照 図 - い 減少 成 「」 度 降 将来 担比率 マ

イ 算定 い い状態  

 指標 見通 場合 公共施設等 適 維持管理 主 経

常収支比率 抑制 図 必要 あ 考え  

  

図  政力指数 図  経常 支比率 

注 政力指数 地方公共団体 政力 示 指数

政力指数 計算方法 基準 政収入 平基

準 政需要 得 数値 過去」 間 均値

政力指数 数値 大 い 政 余裕 あ

 

 

注 経常収支比率 地方公共団体 政 弾力性

示 指標 使途 特定 い い 般 源

人件費 扶 費 公債費 う 毎 度必 支

出 い経費 割合 比率 大

政 硬直 進 業

取 組 源や投資的経費 源

度 自由 使え 源 不足 意味  

  

  

図  実質公債費比率 図  将来 担比率 

注 実質公債費比率 政 担 程度 客観的

示 指標 水 業等 公債費

繰出金等 公債費 準 含 実質的公債費

充当 般 源 標準 政規模 占 割合

 

 

注 将来 担比率 地方公共団体 般会計等

地方公共団体 般会計等 借入金 地方債 や将来

支払 い 能性 あ 担等 現時点 残高

指標 将来 政 迫 能性 度合い 示

指標 いえ 将来的 担 実質

的 債 あ 標準 政規模 比率  
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自主 源 依存 源

第 項 般会計

10
の状況 

(1) 歳入の状況 

 歳入の推移 

成 1重 度 降 歳入 自主 源 割合 毎 減少 傾向 あ 成 「』 度決算

歳入 割合 自主 源 』0普」％ 依 源 『重普7％ い 政構造 自主性

定性 向 自主 源 割合 高 必要 あ  

表  歳入の 度別推移と内訳 般会計  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  歳入 度別推移 訳 般会計   

                             

10 般会計 福祉や教育 消防 国民 民 広 行わ 業 歳入 歳出 会計 歳入 大半

税金 あ いい  

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

地方税 % % % % % % %

分担金及び 担金 % % % % % % %

使用料及び手数料 % % % % % % %

産 入 % % % % % % %

寄附金 % % % % % % %

繰入金 % % % % % % %

繰越金 % % % % % % %

諸 入 部 % % % % % % %

小 計 % % % % % % %

地方譲与税 % % % % % % %

利子割交付金 % % % % % % %

配当割交付金 % % % % % % %

株式等譲 所得割交付金 % % % % % % %

地方消費税交付金 % % % % % % %

自動車取得税交付金 % % % % % % %

地方特例交付金 % % % % % % %

地方交付税 % % % % % % %

交通安全 策特別交付金 % % % % % % %

国庫支出金 % % % % % % %

都支出金 % % % % % % %

市債 % % % % % % %

諸 入 部 % % % % % % %

小 計 % % % % % % %

合 計 % % % % % % %

H H

自

主

源

依

存

源

H H H H H

万  
地方交付税や国庫支出 都支出 増加傾向 あ

国や都 源へ 依存度 高まっ います  

出 地方 政状況調査関係資料 決算カ  

位 万  



第 章 東大和 の概況 

 

 

 

 

 税 地方税 収入の内訳 

自主 源 中 大 比率 占 税 い 成 「「 度 降概 定的 移

い 成 「』 度決算 法人 民税 実効税率 引 等 伴い減

税率改 税 増 全体 前 度比 微増 税 訳

民税 固定資産税 税目 全体 重 割近 占 い  

 

表  市税 地方税 入 訳 推移 

 

 

 

図  市税 地方税 入 訳の推移 
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万  

景気 動向 右さ 税 民税や固定資産

税 毎 減少す 傾向 あ ます  

出 地方 政状況調査関係資料 決算カ  

位 万  

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

市民税 % % % % % % %

固定資産税 % % % % % % %

軽自動車税 % % % % % % %

市 ば 税 % % % % % % %

都市計 税 % % % % % % %

合 計 % % % % % % %

H H H H H H H
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(2) 歳出の状況 

 歳出の推移 性質別  

成 1重 度 降 歳出 毎 徐々 増加 傾向 あ 移 性質別

人件費

11

扶 費

1「

及び公債費

1」

指 義務的経費 』0％ 占 公共施設等

整備 充 投資的経費

1『

約 』％前 移 い  

表  歳出 推移 性質別  

注 合計 目的別 合計 合わ 地方 政状況調査 除 性質別費目 加え  

 

 

 

図  歳出 推移 性質別  

  

                             

11

 人件費 規職員や非常勤職員 勤労 価や報酬 支払う経費及び退職費手当  

1「

 扶 費 生活保護法 昭和 「』  法 第 1『『 号 や自治体 自 業 象者 直接支給 現金等

経費  

1」

 公債費 地方自治体 借 入 地方債 元利償還費 時借入金 利息 合計  

1『

 投資的経費 施設 建設や土地取得 産 形成 業 使わ 経費  

5,037 4,733 4,599 4,333 4,348 4,244 4,273

6,456 6,576 6,989 8,672 9,260 9,518 9,713

2,044 2,212 1,980
2,006 2,003 1,900 1,667

23,977
23,173

25,320
27,077 27,589 28,032 28,153

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

人件費 扶助費 公債費 物件費

維持補修費 補助費等 積立金 投資 積立金等

繰出金 投資的経費 災害復旧 業費

万  

歳出全体 増加傾向 あ 中 社会保障関係 扶助

費 増加 顕著 っ います  

出 地方 政状況調査関係資料 決算カ  

位 万  

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

人件費 % % % % % % %

扶助費 % % % % % % %

公債費 % % % % % % %

小 計 % % % % % % %

物件費 % % % % % % %

維持補修費 % % % % % % %

補助費等 % % % % % % %

積立金 % % % % % % %

投資及び出資金 貸付金 % % % % % % %

繰出金 % % % % % % %

投資的経費 % % % % % % %

災害復旧 業費 % % % % % % %

% % % % % % %

H H

義

務

的

経

費

合 計

位 万

性 質 別

H H H H H
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 主要 歳出 性質別 の推移 

歳出割合 中 』0％ 占 人件費 扶 費 公債費 義務的経費

1』

いい 義務的

経費 う 人件費及び公債費 減少傾向 あ 社会保 制度 環 支給

扶 費 い 増加傾向 あ 扶 費 成 「「 度 大 増加 成 1重 度 6『

億 』,600 万 成 「』 度 重7 億 1,」00 万 比較 』0％程度増加 い 投資

的経費 成 「「 度 増加 い 降 概 水準 移 い  

 

 

 

 

図  主要 歳出 性質別 度別推移 

 

 

  

                             

1』

 国や地方公共団体 歳出 う 支出 法 等 義務付 任意 縮減 い性質 経費 いい  

5,037 
4,733 4,599 

4,333 4,348 4,244 4,273 

6,456 6,576 
6,989 

8,672 

9,260 
9,518 9,713 

2,044 2,212 
1,980 2,006 2,003 1,900 

1,667 

823 600 650 
1,504 1,215 

1,783 
1,523 
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2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

10,000 

12,000 

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

人件費 扶助費 公債費 投資的経費

万  
扶助費 増加 対し 施設整備費関係 投資的経費

概 横 い 推移し います  

出 地方 政状況調査関係資料 決算カ  
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 歳出の推移 目的別  

成 1重 度 降 歳出 移 目的別 高齢者や 害者 児童 福祉関係 歳出

あ 民生費 概 』0％ 占 い 他 項目 成 1重 度 水準 移

い 中 民生費 毎 増加 傾向 あ  

 

表  歳出 推移 目的別  

 

 

 

 

 

図  歳出 推移 目的別  
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商 費 土木費 消防費 教育費 公債費 諸支出金

万  

福祉関係 歳出 あ 民生費 歳出全体 約半分

を占め 毎 増加傾向 あ ます  

出 地方 政状況調査関係資料 決算カ  

位 万  

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

議会費 % % % % % % %
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諸支出金 % % % % % % %

合 計 % % % % % % %

H

目 的 別
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 通建設事業費 

通建設 業費 い 建築系 公共施設 路 橋梁 水 等 係 イン ラ系 公

共施設 及び用地購入費等 他 度別 歳出 整理 将来的

通建設 業費 動向 検証 建築系 公共施設 実績 う 耐震工 費

耐震関係 係 歳出 他 含 整理 い  

成「「 度 成「』 度 通建設 業費 総 10億 移 い

う 成 「「 度 成 「『 度 耐震関係 歳出 総 」 1 程度

高い割合 占 い  

他 外 項目 訳 耐震関係 除 建築系 公共施設 8 割前 高い

歳出割合 占 い 特 成 「『 度 小学校冷 設備設置工 費 総 約 」 億

6,800 万 歳出 あ 度 通建設 業費 増加 要因  

他 除 建築系 公共施設 耐震関係除 及びイン ラ系 公共施設 小

計 成 「「 度 成 「』 度 総 18 億 』,700 万 均 『億 6,『00 万

い  

表  普通建設 業費 度別推移 

 

 

図  普通建設 業費 度別推移 
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出 地方 政状況調査関係資料 決算カ  

位 万  

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

% % % % %

イン 系 公共施設 % % % % %

小計 = % % % % %

建築系 公共施設

耐震関係

－ － － － －

他 － － － － －
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他
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建築系 公共施設

耐震関係 除く
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第 項 特別会計

16

下水道 の状況 

(1) 歳出と歳入 

特別会計 水 業 歳入 歳出 減少傾向 あ 歳入 い 使用料

及び手数料 毎 減少 傾向 あ 債 成 「「 度 境 大 減少 い

債 減少 歳入 減少 要因 い 歳出 い 管渠 設工 等 業費 減

少 成 「「 度 降 概 い 水準 移 い  

 

表  水道事業特別会計 おけ 歳入状況 

 

表  水道事業特別会計 おけ 歳出状況 

 

図  水道 業特別会計 投資的経費決算状況 
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 特別会計 特定 業 行う場合 特定 歳入 特定 歳出 充 般 歳入歳出 区 経

理 場合 い 条例 設置 会計 いい  
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万  

管渠 設 事等 事業費 減少したこ 成

22 度以降 歳出 同水準 推移し います  

出 東大和 水 業特別会計歳入歳出決算書 

位 万  

位 万  

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

分担金及び 担金 % % % % % % %

使用料及び手数料 % % % % % % %

国庫支出金 % % % % % %

都支出金 % % % % % %

繰入金 % % % % % % %

繰越金 % % % % % % %

諸 入 % % % % % % %

市債 % % % % % % %

合 計 % % % % % % %

H H H H H H H

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

総務費 % % % % % % %

投資的経費 業費 % % % % % % %

公債費 % % % % % % %

合 計 % % % % % % %

H H H H H H H
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第 項 財政収支の見通し 

(1) 般会計 

成 「8 度 成 」0 度 政収支 見通 概 水準 移

歳出 義務的経費 人件費 扶 費 公債費 構成比 毎 増加 い 想

 

表  政 支 見通し 

 

 

図  政収支の見通し 
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(2) 特別会計 下水道事業  

成 「8 度 成 」0 度 特別会計 政収支 見通 歳入 基準

基準外 般会計繰入金 見込 特別会計 収支 均衡 図  

 

 

表  特別会計 下水道事業 の財政見通し 

 

    

    

 

 

図  特別会計 下水道事業 の財政見通し 

 

注 1 基準 般会計繰入金 般会計 制度的繰入金  

注 「 基準外 般会計繰入金 般会計 赤 補填的繰入金  
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